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◆子どもサポート委員会／就学援助のお知らせ��８

「謙虚な心と努力の積み重ねが大切！」　渡邊選手が母校訪問
３月26日、平昌オリンピック・スケート（ショートトラック）日本代表の
渡
わたなべ

邊啓
けい

太
た

選手が母校の泉小学校を訪問しました。渡邊選手は、カナダ・モン
トリオールで３月18日に行われたスケートショートトラック世界選手権男子
５千メートルリレーで３位となり、銅メダルを獲得。修了式の後に開かれた
歓迎会で、「夢をかなえるためには謙虚な心で努力を積み重ねることが大切。」
と後輩たちにメッセージを送りました。子どもたちは渡邊選手との交流を通
して、スポーツへの興味や関心が高まり、努力することの大切さをあらため
て感じていたようでした。

交通安全を願って 「黄色いワッペン」贈呈
４月５日、「黄色いワッペン贈呈式」が市役所東庁舎で行われました。交通
事故傷害保険付きの「黄色いワッペン」は、「交通事故にあわずに毎日安全に通
学してほしい」との願いを込めて、新小学１年生を対象に市内４企業から毎
年贈られています。
この活動は、交通事故でわが子を失った母親が交通事故の撲滅を訴えて始
まり、今年で54年目を迎えました。
新小学１年生は贈呈式で「黄色いワッペン」を付けてもらい、交通安全を元
気に誓いました。

児童一人ひとりとハイタッチや握手をしなが
ら退場する渡邊選手

川越市には全部で 2,873 枚のワッペンが贈
られました

川越市マスコットキャラクター
と き も

博物館 子ども体験教室
「できた」が喜びに、「楽しさ」が力に
博物館ではさまざまな子ども体験教室を開催し
ています。４月14日には「火おこし体験」（写真上）、
４月21日には「まが玉を作ろう」（写真下）が行われ
ました。ピカピカのまが玉を作り上げたときや長
い時間かかって、やっと火をおこすことができた
ときにみせる子どもたちの笑顔はとても誇らしく
みえました。
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平成30年度
教育行政の基本方針と重点施策

川越市と川越市教育委員会では、毎年度「教育行政の重点施策」を定め、教育に関するさまざまな施策を推進して
います。第二次川越市教育振興基本計画の５つの方向性を本市の教育行政の基本方針とし、平成30年度の重点施策
を次のとおり定めました。

基本理念と３つの目標
第二次川越市教育振興基本計画に定める「基本理念」と「３つの目標」を基に、教育行政を推進します。

基 本 理 念 生きる力と学びを育む川越市の教育

３つの目標
次代を担いたくましく生きる児童生徒の育成
ふれあいと思いやりのある地域社会の実現
心豊かで生きがいを持てる市民社会の実現

基本方針及び重点施策
　　方向性Ⅰ　「生きる力を育む学校教育の推進」
1.
2.
3.

4.

5.

6.

7.

8.
9.

確かな学力の育成
校種間連携の推進
グローバル化に対応する教育の推進

情報教育の推進

生徒指導の充実

教職員の資質向上

学習環境の整備・充実

学校給食の充実
市立川越高等学校の改革・充実

①学力向上対策の推進　②各学校の課題に応じた学校支援事業の推進
①小学校・中学校連携の推進　②中学校・市立川越高等学校連携の推進
①英語指導助手（AET）の配置事業の充実　②小学校外国語活動の推進
③小学校・中学校英語教育の充実　④国際理解教育の推進
①ICT教育の推進　②情報モラル教育の推進
③コンピュータ施設・設備の充実と活用
①いじめ防止対策の推進　②不登校対策の推進　③教育相談の充実
④いきいき登校サポートプランの推進
①経験者・特定研修の充実　②管理職等研修の充実　③専門研修の充実
④若手・中堅教員の育成　⑤大学等進学指導力向上研修の推進
①大規模改造工事等学校施設の整備の推進
②普通教室への空調設備の設置　③教育機会均等化のための支援
①給食内容の充実　②学校給食施設の整備
①市立川越高等学校教育環境の整備・充実

　　方向性Ⅱ　「活力ある地域を創る生涯学習の推進」
1.
2.
3.
4.
5.

6.

家庭への支援
地域の教育力の向上
生涯学習を推進する基礎づくり
身近な学習施設の整備・運営
市立図書館の充実

博物館の整備・充実

①家庭教育の支援　②学童保育の充実
①学校・家庭・地域の連携推進
①生涯学習を推進するための体制の充実　②市民参加の体制の充実
①公民館の設置　②既存公民館の整備・運営
①図書館資料・情報提供サービス機能の充実
②図書館を活用した学習活動の推進
①博物館・蔵造り資料館の整備

　　方向性Ⅲ　「歴史文化の継承と新しい市民文化の創造」
1.

2.

3.

文化財の保護

文化芸術の振興

美術館の充実

①文化財指定等による保護　②河越館跡の整備・活用　
③山王塚古墳の整備
①連携・協働による新たな文化芸術の創造
②若い世代が文化芸術事業に参加しやすいしくみづくり
①展覧会等の充実

　　方向性Ⅳ　「多文化共生と国際交流・協力の推進」
1. 国際感覚に優れた市民の育成 ①人材の発掘と育成　②国際交流に関係する市民団体等との協力と連携

　　方向性Ⅴ　「生涯スポーツの推進」
1.

2.

スポーツ活動の推進

スポーツ環境基盤整備

①総合型地域スポーツクラブの設置・育成　
②スポーツ教室・大会等の充実
①スポーツ指導者等の養成・活用　②スポーツ施設の整備・充実

＊�「第二次川越市教育振興基本計画」、「平成 30 年度教育行政の基本
方針と重点施策」は、川越市ホームページでご覧いただけます。
　川越市公式ホームページ＝http://www.city.kawagoe.saitama.jp
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平成30年度　教育費当初予算の概要
川越市の平成30年度一般会計当初予算額は1,134億8千万円。そのうち、教育費は146億1,667万5千円で、
12.9％を占めています。この予算は、どのように使われるか、その概要をお知らせします。

教育費合計　146億1,667万5千円

新
規
事
業
と
し
て
は
、
市
立
川
越
高
等
学
校

の
体
育
館
の
照
明
器
具
等
を
構
造
体
に
固
定
す

る
と
と
も
に
、
照
明
器
具
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
対
応
型
に

交
換
し
省
エ
ネ
を
図
る
た
め
、
体
育
館
照
明
等

落
下
防
止
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

主
要
事
業
と
し
て
は
、
本
年
度
中
に
全
市
立

小
中
学
校
の
普
通
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し

ま
す
。
老
朽
化
し
て
い
る
小
中
学
校
施
設
に
つ

い
て
は
、
大
規
模
改
造
工
事
や
ト
イ
レ
改
修
工

事
等
を
計
画
的
に
実
施
し
、
教
育
環
境
の
改

善
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

授
業
実
践
を
行
う
た
め
、
小
学
校
15
校
へ
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
及
び
校
内
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の

整
備
を
進
め
ま
す
。学
童
保
育
室
に
つ
い
て
は
、

狭
あ
い
化
、
老
朽
化
に
対
応
し
た
施
設
整
備
を

行
い
、
保
育
環
境
の
改
善
を
図
り
ま
す
。
仮
称

霞
ケ
関
西
公
民
館
に
つ
い
て
は
本
年
度
中
の
竣

工
に
向
け
て
建
設
工
事
を
計
画
的
に
進
め
ま

す
。学

校
教
育
で
は
、
各
学
校
の
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
対
応
す
る
た
め
、
本
市
独
自
の
オ
ー
ル
マ

イ
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
配
置
事
業
を
引
き
続
き
推
進

し
て
い
き
ま
す
。
い
じ
め
、
不
登
校
等
の
課
題

を
抱
え
る
児
童
生
徒
へ
の
教
育
相
談
体
制
の
一

層
の
充
実
を
図
る
た
め
の
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
配
置
事
業
、
広
い
視
野
と
国
際
感

覚
を
持
っ
た
児
童
生
徒
を
育
成
す
る
た
め
の
英

語
指
導
助
手
配
置
事
業
を
拡
充
し
ま
す
。

新
規
事
業
・
主
要
事
業
は
…

教育総務費
18.9％

小学校費
16.6％

中学校費
17.2％

高等学校費
5.3％

特別支援学校費
0.1％

社会教育費
19.6％

学校保健費
22.3％

教育総務費（27億5,771万7千円）
　教育委員会全般に関すること、教職員の
研修、特色ある学校づくりなどに使います。

主な事業
●スクールソーシャルワーカーの配置
●オールマイティーチャーの配置
●ネットパトロール
●スクールボランチ作戦
●科学わくわくラーニングプログラム
●英語指導助手の配置
●さわやか相談員の配置
●特別支援教育支援員の配置

学校保健費（32億6,620万円）
　学校保健・学校給食に関することに使います。

主な事業
●学校保健活動の充実
●学校給食センター運営管理
●学校給食センター施設整備

小学校費（24億1,980万7千円）
中学校費（25億1,453万2千円）
　小中学校の運営管理、施設整備などに
使います。

主な事業
●小中学校施設整備
●小中学校普通教室空調設備整備
●小中学校大規模改造
●小中学校指導事務
●小中学校情報教育推進
●�小学校タブレット端末導入及び校内
LAN敷設

社会教育費（28億6,810万8千円）
　社会教育に関する事業、文化財の
保存・整備などに使います。

主な事業
●川越・地域子どもサポート推進
●仮称霞ケ関西公民館建設
●学童保育室運営管理
●学童保育室整備
●山王塚古墳調査
●河越館跡整備
●蔵造り資料館耐震化
●図書館資料の充実

高等学校費（7億7,046万7千円）
特別支援学校費（1,984万4千円）
　市立川越高等学校・市立特別支援学校の
運営管理などに使います。

主な事業
●体育館照明等落下防止改修工事
●教育情報機器の整備・充実
●理科教育等備品整備

平成 29 年度 9 月から
運用がはじまった
菅間第二学校給食センター

平成 29 年度の
調査で発掘された
山王塚古墳の石室

科学わくわくラーニングプログラム

平成 29 年度に大規模改造工事を
実施した川越小学校
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川
越
市
立
博
物
館
で
は
、
平
成
二
年
に
開

館
し
て
以
来
、
川
越
市
や
周
辺
地
域
の
方
か

ら
、
多
く
の
貴
重
な
資
料
を
寄
贈
・
寄
託
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
当
館
で
は
、
こ
れ
ら
の

資
料
を
広
く
公
開
す
る
場
と
し
て
、
毎
年
、

収
蔵
品
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
収
蔵
品
展
で
は
、「
戦
中
・
戦
後
の

川
越
の
歩
み
」と
題
し
て
、
主
に
昭
和
二
十
年

に
終
戦
し
た
太
平
洋
戦
争
の
時
代
を
対
象
に

展
示
を
行
い
ま
す
。
こ
の
時
代
、
出
征
し
た

兵
士
や
、
銃
後（
※
）の
地
域
の
人
々
が
ど
の
よ

う
な
境
遇
に
置
か
れ
た
の
か
を
振
り
返
り
ま

す
。こ

の
戦
争
で
は
、
全
国
で
約
三
〇
〇
万
人
が

亡
く
な
り
ま
し
た
。
左
の
写
真
は
出
征
幟の
ぼ
りで
、

出
征
兵
士
を
出
し
た
家
で
は
、
こ
の
よ
う
な
幟

を
た
く
さ
ん
掲
げ
て
、
兵
士
を
送
り
出
し
ま
し

た
。
戦
争
で
苦
労
し
た
の
は
、
戦
地
に
行
っ

た
兵
士
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
送
り
出
し
た

地
域
社
会
の
人
た
ち
も
、
食
料
の
配
給
や
軍

需
工
場
へ
の
動
員
な
ど
に
よ
り
、
物
資
不
足

の
な
か
で
多
く
の
制
約
を
う
け
る
市
民
生
活

を
送
り
ま
し
た
。

右
の
写
真
は
、
昭
和
二
十
年
の
福
原
国
民

学
校（
現
在
の
福
原
小
学
校
）の
日
誌
で
す
。

空
襲
警
報
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
鳴
り
、
そ
の
た
め

授
業
が
中
止
に
な
っ
た
り
、
天
皇
に
よ
る
い

わ
ゆ
る
玉
音
放
送
が
行
わ
れ
た
八
月
十
五
日

の
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
収
蔵
品
展
で
は
、
こ
れ
ら
の
資
料

か
ら
、
当
時
の
人
々
の
苦
難
を
振
り
返
り
、

平
和
な
時
代
に
生
き
る
尊
さ
を
考
え
る
機
会

と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

博
物
館
…
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

２
２
２
‐
５
３
９
９

　
※�

銃
後
と
は
、
直
接
戦
闘
に
参
加
し
て
い

な
い
国
内
・
国
民
。

川
越
市
立
博
物
館
第
二
十
八
回
収
蔵
品
展

　
「
戦
中
・
戦
後
の
川
越
の
歩
み
」

◇
会
期
　
７
月
14
日（
土
）〜
９
月
２
日（
日
）

☆なすの保存方法☆
なすは暑い時期に採れる野菜なので、冷蔵庫に入れておくと低温障害を起こしやすく、硬くなり傷みも
早くなります。
水分が逃げないように1個ずつラップか新聞紙に包んで袋に入れて冷暗所に保存し､ なるべく早く使う
ようにしましょう。

なすは原産地がインドと言われていますが、日本でも千年
以上前から栽培され、様々な料理に使われています。日本で
は古くからぬか漬けとして食べられていますが、糠に多く含
まれているビタミンＢ1をなすがたくさん吸収するので、これ
からの暑い季節へ向けて、夏バテ予防や疲労回復にうってつ
けの一品です。
なすは果肉の密度が低くスポンジ状なので、油をよく吸い
ます。煮物などにする場合も、一度高温でさっと揚げると旨
みが出る上、色の変化も抑えられます。
学校給食では夏からの旬に合わせて、川越で収穫されたな
すを「マーボなす」や「夏野菜カレー」などで使用します。ご家
庭でも取り入れてみてはいかがでしょうか。

川越市マスコットキャラクター
ときも

給食で使用する自慢の川越産！！
〜川越産野菜の紹介〜

今回紹介するのは

な す
新鮮なおいしい なす を見分けるポイント

ヘタのトゲがピンとして
さわると痛い

つや・光沢があり
色が濃い

みずみずしく
ずっしり重い
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「川
かわごえ

越に運
はこ

ばれた石
いし

　江
え ど

戸〜明
め い じ

治時
じ だ い

代」
長
なが

い年
ねんげつ

月の風
ふう

雨
う

や重
おも

さに耐え、火
ひ

にも強
つよ

い硬
かた

い石。昔
むかし

は建
たてもの

物の材
ざいりょう

料の
一
いち ぶ

部として使
つか

うことが多
おお

かったのですが、今
いま

は少
すく

なくなってしまいました。
大
おお

きな石のとれなかった川越でも今なお残
のこ

る歴
れきしてき

史的な建物をよく見
み

るとい
ろいろな石が使われていることがわかります。これらの石は、いったいど
こから運ばれたものなのでしょうか。どのような石が使われているのかみ
てみましょう。

花
か

崗
こう

岩
がん

　マグマが地
ち か
下の深

ふか
い所
ところ
でゆっくりと固

かた
まった石

石をつくる鉱
こうぶつ
物の粒

つぶ
（結
けっしょう
晶）が大きいことが特

とくちょう
徴です。白

しろいろ
色の

ものが多く、なかには淡
あわ
い桃
ももいろ
色のものもあります。江戸時代は、

神
じんじゃ
社の鳥

とり
居
い
、明治時代は神社の灯

とうろう
籠や蔵

くらづく
造りの前

まえ
の塀

へい
（仲
なかちょう
町・

山
やまざき
崎家

け
袖
そでぐら
蔵）などに使われていました。石のとれた場所は、白

色は茨
いばらき
城県

けん
（中央部）、桃色は瀬

せ と
戸内

ないかい
海沿

えんがん
岸（岡

おかやま
山県〜兵

ひょうご
庫県）と

推
すいてい
定されます。

安
あんざんがん

山岩　マグマが地
ち
表
ひょう
に出て急

きゅう
に固まった石

灰
はいいろ
色をしていることが多く、ごま塩

しお
おにぎりのごま

のように鉱物の粒が目
め だ
立つ石です。代

だいひょうてき
表的なものは、

川越藩
はんしゅ
主・松

まつだいら
平大

やまとのかみ
和守家

け
の廟
びょうしょ
所（お墓

はか
）の石で、神

か な
奈川

がわ

県真
まなづるまち
鶴町でとれた本

ほん
小
こ
松
まつ
石
いし
が使われています。硬い安

山岩は他
ほか
にも寺

てら
や神社の建物を支

ささ
える石（礎

そ
石
せき
）に使わ

れています。

凝
ぎょうかいがん

灰岩　火
か
山
ざん
からふき出た灰

はい
が降

ふ
り積

つ
もって固まった石

灰で出
で き
来ているため、近

ちか
くで見

み
てもわからないほど粒が小

ちい
さな石です。熱

ねつ

によって緑
みどり
色
いろ
に変

へん
化
か
したものが多く、加工しやすいやわらかい石です。代表

的なものは、元
もとまち
町2丁

ちょう
目
め
・六

むつづか
塚稲

いな り
荷神社本

ほんでん
殿基

き
壇
だん
（台
だい
の部

ぶぶ ん
分）の石です。別の

小石が混ざった薄
うすみどりいろ
緑色の石が多く使われています。石のとれた場所は、伊

い ず
豆

半
はんとう
島が有

ゆうりょく
力です。

凝灰岩には他に、熱
あつ
いガスと重さのために硬くなったもの（溶

ようけつ
結凝灰岩）や

海
うみ
の流

なが
れによって再

ふたた
び灰が砂などといっしょに積もったものなどがありま

す。石の塀
へい
や柵、建物の基

き そ
礎などに使われています。

デイサイト　マグマが地表に出て急に固まった安山岩に似
に
た石

安山岩よりもシリカという成
せいぶん
分が少

すこ
し多いため白っぽ

く、加
か
工
こう
しやすい石です。代表的なものは、川越氷

ひ
川
かわ
神社

の石の柵
さく
(玉
たまがき
垣)です。石の成分を調

しら
べたところ、神奈川県

湯
ゆが わ ら ま ち
河原町鍛

か じ や
冶屋でとれた白

しろ
丁
ちょうば
場石

いし
であることがわかりまし

た※。この石は、日
にっぽん
本銀

ぎんこう
行本

ほんてん
店本

ほんかん
館など日本を代表する明

治時代の大きな建物に使われています。
（※神奈川県立生命の星・地球博物館・山下浩之学芸員による分析）

このコーナーでは、子どもたちにわがまち 
川越のことを知ってほしいとの思いから、 
川越の文化財をわかりやすく紹介します。

小仙波・日枝神社の鳥居（江戸時代末期）

小仙波・喜多院・松平大和守家廟所（江戸時代後期）
※ただ今修理中のため見学できません。

元町2丁目・六塚稲荷神社本殿基壇（江戸時代後期）

宮下町・川越氷川神社の玉垣（明治35年）

近くで見てみると…

近くで見てみると…

花崗岩

デイサイト

知って
ちょっと
得意になれる！

第39回

し

ぶん ざいか

とく

近くで見てみると…

近くで見てみると…

安山岩

凝灰岩

石のふるさと　大きな石のとれなかった川越には、江戸（東
とうきょう
京）と同

おな
じように箱

はこ
根
ね
や真

鶴、伊豆半島から多くの石が運ばれたと考
かんが
えられます。ところが明治時代も終

おわ
りころにな

ると鉄
てつどう
道によって石を大

たいりょう
量に運ぶようになり、大

おお
谷
や
石
いし
（栃
とち
木
ぎ
県）など他の石を多く使うよう

になります。使われる石は時代によって変
か
わるので、石は時代を知

し
る手

て
がかりとなります。

☆大切な文化財です。マナーを守って静かに見学しましょう。

Ａ. 多くは新河岸川を使って江戸・東京
から舟で運んでいました。

Ｑ. 江戸時代や明治時代、川越にど
うやって石を運んでいたので
しょうか？
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教
育
相
談
Ｑ
＆
Ａ

◆
家
庭
学
習
を
習
慣
化
さ
せ
る
に
は

【
Ｑ
】 　
小
学
６
年
生
の
息
子
を
持
つ
親
で
す
。
息
子
は
毎
日
宿
題

に
は
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
の
、
そ
れ
以
上
の
学
習
は
せ
ず
、

中
学
校
で
授
業
の
復
習
な
ど
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
と
心
配

し
て
い
ま
す
。

　
息
子
に
理
由
を
聞
く
と
、「
宿
題
以
外
は
や
り
た
く
な
い
し
、

遊
ぶ
時
間
が
減
っ
て
し
ま
う
。」と
い
っ
た
言
葉
が
返
っ
て
き

ま
す
。
親
と
し
て
は
家
庭
学
習
の
習
慣
を
身
に
つ
け
、
自
分
で

学
ぶ
楽
し
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。
何
か
よ
い
方
法

は
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

【
Ａ
】 　
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
学
習
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、
そ

れ
を「
楽
し
い
も
の
」と
感
じ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
次
の
よ

う
な
ポ
イ
ン
ト
を
意
識
し
て
働
き
か
け
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

①
授
業
ノ
ー
ト
の
工
夫

お
子
さ
ん
の
授
業
ノ
ー
ト
を
見
て
い
ま
す
か
。
学
校
の
授
業
内

容
を
把
握
し
た
り
、
お
子
さ
ん
の
学
習
の
様
子
を
知
っ
た
り
す
る

た
め
に
は
ノ
ー
ト
を
見
る
こ
と
が
と
て
も
有
効
で
す
。
も
し
お
子

さ
ん
が
板
書
の
内
容
だ
け
を
記
入
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
ら
、「
自

分
で
考
え
た
こ
と
や
、
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
メ
モ
し
て
ご
ら
ん
。」

と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
授
業
を
静
か
に
聞
い
て
、

黒
板
の
字
を
写
す
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
頭
の
中
で
深
く
考
え
た
こ

と
を
メ
モ
し
て
い
く
こ
と
は
さ
ら
に
重
要
で
す
。
宿
題
で
行
っ
て
い

る
こ
と
が
、
ド
リ
ル
学
習
中
心
で
し
た
ら
、
自
主
学
習
で
そ
の
メ
モ

を
頼
り
に
調
べ
学
習
を
行
っ
た
り
、
自
分
な
り
の
考
え
を
文
章
に
ま

と
め
た
り
す
る
よ
う
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ご
家
庭
で
も
、
そ
の

メ
モ
や
考
え
を
積
極
的
に
ほ
め
た
り
、
逆
に
質
問
し
た
り
す
る
と
、

さ
ら
に
深
い
学
び
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

②
親
子
学
習
時
間
の
視
点
を
変
え
る

小
さ
い
お
子
さ
ん
で
あ
れ
ば
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い
て
、「
ど
う
い

う
意
味
。
な
ん
で
。」と
聞
い
て
く
る
こ
と
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

実
は
こ
れ
が
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
子
供
た
ち
の
頭
の
中
は「
知
り
た
い
。

な
ぜ
だ
ろ
う
。」と
い
っ
た
知
的
好
奇
心
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
質
問
に

答
え
て
あ
げ
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
、
一
緒
に
調
べ

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ま
た
、「
こ
の
本
読
ん
で
ご
ら
ん
。」と

か
、「
辞
書
に
な
ん
て
書
い
て
あ
る
か
な
。」と
い
う
よ
う
に
、
日
常

生
活
の
一
部
を
学
習
に
置
き
換
え
る
工
夫
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

机
に
向
か
っ
て
取
り
組
む
学
習
と
併
せ
て
行
っ
て
い
く
と「
学
ぶ
楽

し
さ
」を
日
常
生
活
か
ら
感
じ
る
子
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

③
学
習
の
足
跡
を
残
す

も
う
一
つ
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
学
習
し
た
足
跡
を
残
す
こ
と
で

す
。
例
え
ば
、
家
庭
学
習
ノ
ー
ト
が
１
冊
終
わ
る
と
、
自
分
で
や
り

遂
げ
た
喜
び
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
あ
ま
り
分
厚
い
ノ
ー
ト
だ
と
な
か

な
か
終
わ
ら
ず
、
達
成
感
が
得
ら
れ
に
く
く
な
り
ま
す
。
最
初
は

薄
い
ノ
ー
ト
か
ら
初
め
て
、
何
冊
終
わ
っ
た
か
で
振
り
返
り
を
行
っ

て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

一
度
に
た
く
さ
ん
行
お
う
と
せ
ず
、
１

日
１
ペ
ー
ジ
、
あ
る
い
は
１
週
間
で
５

ペ
ー
ジ
く
ら
い
の
ペ
ー
ス
で
行
い
ま
す
。

ノ
ー
ト
が
進
む
に
つ
れ
て
、
毎
日
の
積
み

重
ね
が
目
に
見
え
る
形
に
な
り
ま
す
。
は

じ
め
の
う
ち
は
内
容
や
方
法
が
深
ま
ら
な

く
て
も
、
続
け
て
い
く
う
ち
に
自
分
だ
け

の「
マ
イ
学
習
ノ
ー
ト
」が
で
き
上
が
っ
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

6〜10月に子どもが参加できる各種講座
講座名 日時・申し込み等 中学生 問い合わせ

子ども映画会 ６月16日、７月15日、８月18日、９月16日　13時30分～ ○

中央図書館　
TEL222-0559
FAX224-7822

アニメ映画会 ７月21日、８月12日、９月８日　13時30分～ ○

夏休み工作教室 ７月31日　①10時～11時　②15時～16時
申し込み＝７月３日、９時30分から電話またはファクス、来館受付（定員各回20人）

夏休み子ども点字教室
８月２日　10時～12時
申し込み＝７月５日、９時30分から電話、ファクスまたは中央図書館１階カウンター
で受付（定員10人）

ちょっぴりこわいおはなし会 ８月21日　15時～15時40分

この本、おもしろいよ！
～これから読めるオススメ本の紹介！～

８月17日
小学校低学年の部：９時45分～10時15分
小学校中学年の部：10時45分～11時15分
小学校高学年の部：11時45分～12時15分

どようおはなし会 毎週土曜日　14時30分～

西図書館
TEL237-5660
FAX237-5661

夏休みおはなし会 ７月24日　10時～
ちょっとこわいおはなし会 ８月２日　10時30分～
こわいおはなし会 ８月９日　10時30分～
こわいこわいおはなし会 ８月９日　16時～
あきのとくべつおはなし会 10月13日　10時30分～
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講座名 日時・申し込み等 中学生 問い合わせ
にちようおはようおはなし会 毎週日曜日　11時～

川越駅東口図書館　
TEL228-7712
FAX228-7713

夏休み工作教室
７月26日　①10時～11時　②14時～15時
８月23日　①10時～11時　②14時～15時
申し込み＝７月５日、９時30分から電話または来館受付（定員各回８人）

かすかにこわいおはなし会 ８月20日　16時～

ぬいぐるみおとまり会とおはなし会 9月28日・29日　
申し込み＝９月３日、９時30分から電話または来館受付（定員各回８人）

どようおはなし会 毎週土曜日　14時30分～（６月まで）、15時～（７月から） 高階図書館　
TEL238-7550
FAX238-7551

こわいおはなし会 ７月25日　①10時30分～　②15時～
あきのスペシャルおはなし会 10月21日　15時～

ミニ縄文土器を作ろう ７月25日　①10時～12時　②13時30分～15時30分
申し込み＝７月３日、9時から電話またはファクス（定員各回24人）

博物館　
TEL222-5399
FAX222-5396

遊びの時間 ７月28日・29日　①10時～12時　②13時30分～15時30分

探検！！となりのまちの博物館
（親子参加）

８月１日　9時～16時　
会場＝埼玉県平和資料館、JAXA地球観測センター　※弁当持参
申し込み＝７月11日必着で往復ハガキ（定員40人・抽選）　※4年生以上は子どもだ
けの参加可

○

ミニ灯籠を作ろう（美術館共催）
①８月８日　10時～15時30分　②８月９日　10時～15時30分　
会場＝博物館・美術館　
申し込み＝７月11日、９時から電話またはファクス（定員各回20人）

親子で木をつかって遊ぼう
（親子参加）

８月18日　10時～15時30分
申し込み＝８月２日、9時から電話またはファクス（定員20人）

弥生機で小物作り ８月23日　10時～15時30分
申し込み＝８月７日、9時から電話またはファクス（定員15人）

親子で香りを聞くー香道体験ー
（親子参加）

９月15日　①10時～12時　②13時30分～15時30分　会場＝川越城本丸御殿
申し込み＝９月４日、9時から電話またはファクス（定員各回10人）

和楽器体験　－琴・三味線に挑戦ー ９月29日　①10時～12時　②13時30分～15時30分　会場＝川越城本丸御殿
申し込み＝９月６日、9時から電話またはファクス（定員各回20人）

夏休み体験講座　お茶の味くらべ ８月１日・８日　10時～11時30分　　対象＝小３以上
申し込み＝７月２日、10時から電話またはファクス（定員15人）

南公民館　
TEL243-0038
FAX240-1968

あそびの広場
「LEDで夏休み工作教室」

８月21日　14時～16時　　対象＝小４以上
申し込み＝７月９日、10時から電話またはファクス（定員30人）

夏休み子ども映画会
「ムーミン谷の彗星」 ８月22日　13時30分～15時 ○

世代間交流事業　「囲碁で交流」 ８月22日・23日・24日　10時～12時　対象＝小学生
申し込み＝８月１日、９時から電話またはファクス（定員20人）

北公民館　
TEL222-1400
FAX229-1210

土曜子ども映画会 ６月16日、９月15日　10時～11時
高階南公民館　
TEL245-3581
FAX240-1752

科学で遊ぶ　おもしろ実験室　
「光る泥だんごに挑戦！」

７月28日、８日４日　９時30分～
申し込み＝６月26日、９時から電話または来館受付（定員20人） ○ 大東公民館　

TEL243-0022
FAX240-1754子ども環境教室

ペットボタルを作ろう！！
７月23日　14時～16時
申し込み＝７月２日、９時から電話またはファクス（定員40人）

石と森の夢工房
①８月18日、②10月20日　①②とも10時～11時30分
申し込み＝①７月11日、10時から電話またはファクス　
②９月19日、10時から電話またはファクス（定員各回30人）

○ 大東南公民館　
TEL242-0498
FAX240-1755夏休み子ども映画会 ８月24日・25日　10時～11時30分 ○

夏休み料理教室 ７月30日　①9時30分～12時　②13時30分～16時　会場＝総合保健センター
申し込み＝７月9日必着でハガキ（定員各回10組抽選） ○ 学校給食課　

TEL223-6035
FAX223-0935食の探検隊 11月14日　申し込み＝10月15日必着でハガキ（定員10組・抽選）

※詳しくは、10月の献立のお知らせ、または広報川越（9/25号）をご覧ください。 ○

ジュニア卓球教室
７月23日・25日・26日、８月1日・3日　9時30分～11時30分
対象＝小４～小６　会場＝川越運動公園総合体育館サブアリーナ
申し込み＝７月3日必着でハガキ スポーツ振興課　

TEL224-6094
FAX224-8712初心者ジュニア水泳教室 ８月１日～３日・６日・７日　10時～12時　対象＝小３～小６

会場＝川越小学校プール　申し込み＝７月５日必着でハガキ
第15回
川越市生涯スポーツフェスティバル

11月３日　８時30分～15時10分　会場＝川越運動公園
申し込み＝９月頃募集開始（ウォーキング、綱引き） ○

ジュニアアートスクエア
①７月14日、②８月25日、③９月22日、④10月27日　①～④すべて10時～12時
申し込み＝①７月５日、②８月５日、③９月５日、④10月５日までに電話またはファ
クス（定員各回20人・抽選）

美術館　
TEL228-8080
FAX228-7870

にじうおのペタペタ焼きをつくろう
７月28日、８月５日・11日・19日・25日、９月２日　
各日　①10時～12時　②14時～16時　
申し込み＝開始１時間前に整理券配布（定員各回20人）

○

夏のワークショップ
「クレイdeアニメ」

７月29日　9時30分～15時　
申し込み＝７月５日までに電話またはファクス（定員20人・抽選） ○

絵本の読み聞かせ会 ①８月８日　②９月８日　①②とも10時～12時　※出入り自由 ○

認知症サポーター養成講座
７月７日　①10時～11時30分　②15時～16時30分　
会場＝霞ケ関市民センター
申し込み＝電話で地域包括支援センターかすみへ（TEL234-8181）

○ 地域包括ケア推進課
TEL224-6087
FAX229-4382認知症サポーター養成講座

①７月26日　②８月23日　各日10時～11時30分　
会場＝南公民館
申し込み＝電話で地域包括支援センター連雀町へ（TEL229-5332）

○

＊日時・申し込み方法等は、変更になる場合があります。詳細につきましては、お手数ですが各施設へお尋ねください。
＊■の講座は、事前に申し込みが必要です（他は当日直接参加）。また、特に記載がない場合、会場は問い合わせ先の施設です。
＊「中学生」の欄に○がついている講座は、中学生にもお勧めの講座です。
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お子様の給食費等を援助します！（就学援助のお知らせ）
川越市では、経済的理由で公立小中学校への就学が困難なご家
庭に対し、学校給食費や学用品費などの一部を援助しています。
「児童扶養手当を受給中の方（児童手当とは異なります）」や「世
帯全員の所得額の合計が川越市教育委員会の定める基準額未満の
方（基準額の具体例は右表をご覧ください）」等が対象となります。
援助をご希望の場合、毎年申請が必要です。詳しくは教育財務
課へお問い合わせください。

＜基準額の目安＞

世帯構成（年齢） 持家の場合
借家の家賃月額
61,000円の場合

親(38)、子(6) 約263万円 約338万円

父(38)、母(38)、子(6) 約296万円 約371万円

父(38)、母(38)、子(8)、子(6) 約369万円 約444万円

■お問い合わせ先　教育財務課（財務担当）TEL：224-6083
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山田小学校田植え体験

防災キャンプにおける防災講話

山田中学校収穫祭

収穫祭での収穫体験

がんばるがんばる子どもサポート委員会！子どもサポート委員会！


